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市町村名 南風原町

平成２７年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2－⑯ 南風原観光発信施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 経済建設部　産業振興課
事業実施

（予定）年度
平成27～29年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容

　観光振興を図るため、南風原町が輩出した多彩な人材の功績や経歴、所有品等の紹介・展示等を行う観光発信施設を整備する。観光発信施
設は、南風原町の観光拠点のひとつとして、字津嘉山に金城哲夫氏の資料展示やその他偉人等の常設展示をした観光地としての役割をもつ部
分と一体的に整備し、来訪者の動向やニーズを的確に捉えた上で、観光戦略を総合的に展開し、来訪者のもてなしや満足感を与える「おもてな
し活動」を行うため観光協会を中心とした観光、歴史・文化、交通等地域の魅力や情報を発信し誘客を行う交流機能も備える観光発信施設を整
備する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 27年度（繰越） 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,200 -

(b)予算現額 5,400 -

(c)増減額(b-a) ▲ 800 -

(d)繰越額 2,160

A．計(b+d) 5,400 2,160

B．執行済額 3,240 2,160

うち交付金充当額 2,592 1,728

次年度繰越額 2,160 0

執行率（％）(B/A) 60.0% 100.0%

予算の状況の説明

　当初、基本構想・基本計画の策定委員へ報償費として積算していたが、内部調整の結果、交付金の対象外経費とした
ため、800千円を減額した。また、　委託業務に関する仕様書の作成にあたり、地域関係者との調整に不測の日数を要し
たこと、また観光発信施設への展示を予定しているシナリオ等の調達について、関係機関の所有する著作権等の調整
作業に不測の日数を要したことから、委託費の一部である2,160千円を28年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

南風原町観光発信施設基本構想の検討

目　標 検討

実　績 策定委員会開催：5回

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

H28年１月に「南風原町観光発信施設整備基本構想・基本計画策定委員会」を立ち上げ、南風原町観光発信施設基本構想・
基本計画について検討しました。
委員会開催：合計5回

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

Ｈ30年5月の供用開始に向けた事業の着実
な実施
（観光発信施設の基本構想の策定)

目　標 策定

実　績 策定

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

南風原町観光発信施設整備基本構想・基本計画策定委員会を５回開き、「南風原町観光発信施設整備基本構想・基本計画」を平成29
年３月に策定。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・偉人らの資料について、その量や規模など把握されていないものも多い。
・偉人らに影響を受けた作家やクリエイターについての資料の調査、収集が
必要であり、またこれらをディレクションする人材や展示に協力していただけ
る作家や企業等との関係構築が必要である。
・南風原町の偉人らや様々な表現に対する観光客のニーズの把握が必要で
ある。
・敷地周辺の道路や公園、関連施設についても環境整備を行い、周辺のま
ちづくりに資する必要がある。
・継続的な運営手法の検討が必要である。
・計画段階から、町内外を含む関係団体や関係者と協働で事業を実施し機
運を高めることで、町全体の活性化に繋げる必要がある。

・偉人らの資料、また影響を受けた作家ら資料について、調査・収集が必要
なため、関係団体や関係者との良好な関係構築に努める。
・既存の施設や、事業を活用し観光客のニーズ把握のためのテストマーケ
ティング等を行う。
・周辺まちづくりへの波及効果を生むために、施設単体だけでなく、周辺の
様々な施設との連携について検討する。
・収支改善のための自主事業や、多様な資金調達手法を検討する。
・キュレーターやディレクターなどの人材確保、または育成を継続的に行うた
め、高校や大学、専門学校等との連携を検討する。
・機運づくりのため、他産業との連携や町全体のブランディングについて検討
する。

今後の取り組み方針

・南風原町観光発信施設を整備することで、本町への新たな誘客のための仕掛けづくりと拠点形成及び拠点同士の連結を目指し、県内外からの誘客に努め、南
風原町の観光振興の推進を図るとともに、地場産業や観光関連産業の活性化に寄与する施設となるよう取り組んでいく必要があります。
・偉人らの資料収集や調査、作品の再現、劣化防止等を中心に行う。
・県内外からの観光客を受け入れる体制をつくり、町全体の活性化のための観光発信施設を目指す。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

5,400 5,400 4,320 1,080 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託事業者はプロポーザル公募で選定しており、妥当で
あったと考えている。
○不用額はなく、予算規模は適正であると判断する。
○費目、使途については目的に即し、必要なものであったと
判断する。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町 
 

5,400千円 

委託料 
5,400千円 

(株)近代美術 
5,400千円 観光発信施設の基本構想の策定委託業務 



( ） （ ） （ ） （ ）
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進
捗
状
況
説
明

Ｈ28年度から17自治会工事を行う際の詳細な工事設計図書が出来上がった。

実　績

実施設計の完了

目　標

目標値
（　年度）

平成２８年度～２９年度の工事に向けて、
実施設計の完了

目　標 実施設計の完了

実　績

達
成
状
況
説
明

平成28年度工事実施するための実施設計を完了することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目　標

実　績

目　標 実施設計

実　績 実施設計

予算の状況の説明

・事業の実施が遅れたことにより、報酬費152千円を減額した。
・17自治会の既存蛍光灯の現場踏査及び関係機関との調整に不測の日数を要したため、実施設計に係る委託業務費
9,811千円繰り越した。
・不用額195千円については、実施設計委託業務の入札残によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

実施設計（既設防犯灯1,500灯の調査含む）

執行率（％）(B/A) 3.8% 98%

次年度繰越額 9,811 0

うち交付金充当額 311 7,693

B．執行済額 389 9,616

A．計(b+d) 10,231 9,811

(d)繰越額 9811

(c)増減額(b-a) ▲ 152 －

(b)予算現額 10,231 －

(a)当初予算額 10,383 －

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

27年度 27年度（繰越） 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

まちづくり振興課
事業実施

（予定）年度
平成27年度～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１０－（１）

事業内容

　省エネルギー設備の導入により、環境負荷の少ない低炭素社会の実現を図るため、防犯灯（水銀灯、蛍光灯）等を環境負荷の少ないLED照明
に切り替え、温室効果ガス（CO２）の排出を抑制する。

市町村名 南風原町

平成２７年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3－④ 低炭素社会化事業（省ネエ設備導入事業） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（３）－ア

地球温暖化防止対策の推進

担当部課名



○委託事業者は一般競争入札をしており、妥当であったと考
えている。
○予算規模についても一般競争入札を実施しており、報酬
についても町の規則に基づいているため、適正な価格であっ
たと考えている。
○事業内容も事業目的に必要なものに限定しており、適正
であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

ー 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

10,005 10,005 8,004 2,001 0

今後の取り組み方針

　実際に工事施工を行う際の関係機関との調整は終えているが、新たに建柱箇所がある。近隣の住民及び自治会との連携及び十分な説明を果たし工事がス
ムーズに行えるよう取り組んで行く必要がある。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　実施設計委託業務を遂行するに当たり、沖縄電力等関係会社との防犯灯
設置位置調整に不測の日数を要した為、年度内完了が困難となった。

　実施設計委託業務を遂行するに当たり、沖縄電力等関係会社との防犯灯
設置位置調整について密な連携をとり、事業を実施する必要がある。

南風原町 
 

１０，００５千円 

委託料 
 

９，６１６千円 

 

㈱沖縄エネテック 
 

９，６１６千円 

報酬 
 

３８９千円 

嘱託員（１人） 

３８９千円 

南風原町防犯灯ＬＥＤ化推進設計委託業務 

南風原町防犯灯ＬＥＤ化推進業務嘱託員 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

工事発注に必要な基本設計及び実施設計を完了することができた。

実　績

基本設計及び実
施設計の完了

目　標

目標値
（　年度）

避難通路整備設置基本設計書の完了

目　標
基本設計
書の完了

実　績

達
成
状
況
説
明

　27年度の避難通路実施設計において、地域住民との合意形成に時間を要し繰越となっていたが、住民から要望のあった風
観測を行い、28年度には地域説明会を2度開催したことで、地域住民との合意形成が図れ、基本設計及び実施設計を完了す
るができ、H29年度の工事発注をスムーズに行えるようになった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目　標

実　績

目　標 基本設計

実　績
基本設計及び

実施設計

予算の状況の説明
　予算の減額については、入札残によるもので1,685千円を３月補正で減額した。
　また、地域住民との合意形成に時間を要したことから、避難通路実施設計委託業務に係る7,712千円を28年度に繰越
した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

北丘小学校西側避難通路の基本設計の実
施（工事場所：北丘小学校西側階段　整備
面積：5014㎡）

執行率（％）(B/A) 29.4% 97.3% 30.0% 100.0%

次年度繰越額 10,960 0 7,712 0

うち交付金充当額 3,654 8,528 2,643 6,169

B．執行済額 4,568 10,660 3,304 7,712

A．計(b+d) 15,528 10,960 11,016 7,712

(d)繰越額 － 10,960 7,712

(c)増減額(b-a) ▲ 2,639 - ▲ 1,685 -

(b)予算現額 15,528 - 11,016 -

(a)当初予算額 18,167 - 12,701 -

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

26年度 26年度（繰越） 27年度 27年度（繰越） 28年度

予
算
の
状
況

教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成26～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１０－（２）

事業内容
北丘小学校は災害時の避難所として指定されているが、避難通路となっている小学校の西側に面している階段は築30年以上経過しており、通
路や法面に滑りが見られコンクリート舗装や擁壁に亀裂などを起こしている。そのため避難通路として、安全に活用できるよう整備を行う。

市町村名 南風原町

平成２７年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4－③ 北丘小学校西側避難通路整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（４）－イ

災害に強い県土づくりと防災体
制の強化

担当部課名



○事業者は町登録名簿から選定し、指名競争入札を実施し
ており、妥当であったと考えている。
○不用額は、事業費の5%以内であり適正であった。
○費目・使途については事業目的の達成の観点から、適正
であったといえる。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

11,016 11,016 8,812 2,204 0

今後の取り組み方針

避難通路整備を行う前に学校へ進捗状況を報告し、年間行事の把握や情報交換など事前調整をしっかり行い、学校現場に支障のないよう事業を進める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・災害が発生した際の避難通路になることから、大人から子どもまで安全に
避難できる通路を造る必要がある。

・学校に近いため、授業や行事に支障のないよう事業を行う。

・事業について、地域住民への説明を十分に行う。

・学校に直接つながる通路であることを十分認識し、避難通路整備にあたっ
て、学校の授業や行事等に支障がないよう、学校と調整を図り事業が計画通
り執行できるよう努める。

南風原町 
 

11,016千円 
委託料 

11,016千円 
（株） ホープ設計 

11,016千円 
北丘小学校西側避難通路整備事業実施

設計委託業務にかかる委託業務 



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

・平成28年7月上旬に集落内広場整備工事が完了し、平成28年7月下旬から予定していた一部を供用開始した。平成28年度
は、散策道のほかに津嘉山の殿（ﾄｩﾝ）周辺を整備し、供用開始を行う。

実　績

実施

目　標

目標値
（　年度）

・平成28年度一部供用に向けた事業の着
実な実施（散策道約250m、便所1棟及び集
落内広場約800㎡等の一部工事並びに集
落内広場約800㎡の実施設計の完了）

目　標 実施

実　績

達
成
状
況
説
明

・平成27年度に集落内広場の実施設計と便所工事を完了した。
・平成28年度に散策道と集落内広場の整備工事を完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

・集落内広場（約800㎡）の実施設計の実施

目　標 実施設計の実施

実　績 実施設計の完了

目　標 工事の実施

実　績 工事の完了

予算の状況の説明
・整備工事の範囲及び内容について地元自治会との協議・調整に不測の日数を要し、実施設計の完了が遅れたため工
事費にかかる47,314千円を28年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

・散策道（約250m）、便所（1棟）及び集落内
広場（約800㎡）等の工事の実施

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 52.7% 100.0%

次年度繰越額 0 0 47,314 0

うち交付金充当額 15,999 40,000 42,148 37,852

B．執行済額 19,999 50,000 52,686 47,314

A．計(b+d) 20,000 50,000 100,000 47,314

(d)繰越額 － － － 47,314

(c)増減額(b-a) 0 0 0 －

(b)予算現額 20,000 50,000 100,000 －

(a)当初予算額 20,000 50,000 100,000 －

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　25年度 26年度 27年度 27年度（繰越） 28年度

予
算
の
状
況

　経済建設部　区画下水道課
事業実施

（予定）年度
平成25～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（２）

事業内容

文化財の保全継承及び文化資源を活用した観光振興を図るため、南風原町の集落及び集落のクサティ森等に存する史跡等の修復、説明施設
等の整備を行う。さらに活用を促進するための散策道、休憩施設等の整備及び整備のための用地取得を行う。

市町村名 南風原町

平成２７年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6－⑨ 南風原町クサティ森等保全事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（５）－ア

文化資源を活用したまちづくり

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先は委託及び工事とも指名競争入札により選定して
おり妥当である。
○実施設計は設計業務等標準積算基準、工事管理委託は
建築設計業務等積算基準、整備工事は土木工事積算基準
書等を用い予算を算出し、決定しており妥当である。
○事業実施に必要な委託業務及び工事のみへの支出に限
定している。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

100,000 100,000 80,000 20,000 0

今後の取り組み方針

・今後は地元住民だけでなく、観光客等の誘客に向けた取り組みを南風原町観光協会と連携し、観光協会の主催する『南風原町綱曳きツア－』で観光案内を行う
など、観光振興を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・文化財の保全継承及び文化資源を活用した観光振興を図るため、伝統行
事の綱曳きに使用される集落内広場の整備工事を行ったが、綱引き直前ま
で整備に時間を要したことから、観光客等を誘客するための案内が充分にで
きなかった。

・南風原町観光協会と連携して観光案内を行い、観光客等の誘客を図る。

南風原町 
 

100,000千円 

有限会社 イスト 
961千円 

委託料 
8,942千円 

沖縄基礎 株式会社 
7,981千円 

津嘉山ｱｼﾋﾞﾅ-周辺実施設計委託業務 

津嘉山殿周辺便所工事管理委託業務 

工事費 
91,058千円 

株式会社 桃原農園 
29,001千円 

株式会社 美玉開発 
14,440千円 

津嘉山殿周辺便所工事 

津嘉山ｱｼﾋﾞﾅ-整備工事（27-1） 

南風原クサティ森等整備工事（26-2） 

有限会社 新里産業 
27,216千円 

有限会社 友土木 
20,401千円 

津嘉山ｱｼﾋﾞﾅ-整備工事（27-2） 



( ）

( ）

( ) ( )

( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

地域において設計内容の協議・調整が予定通りに進まず大幅に日程がずれこみ平成28年9月2日に設計業務が完了した。
平成29年7月から供用開始予定で、地域の文化・芸能を展示･活用し、文化・歴史・伝統芸能の保全継承並びに文化資源を活用した地域
振興を図る。

実　績

設計書の完了

目　標

目標値
（　年度）

H28年の資料館建築に向けた事業の着実
な実施
（設計書の完了）

目　標 設計書の完了

実　績

達
成
状
況
説
明

平成27年度に設計業務を実施し、平成28年9月2日に設計業務が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目　標

実　績

目　標 設計の実施

実　績 設計の実施

予算の状況の説明
事業規模を縮小したため、19,144千円を最終補正で減額した。
また、地域において委託設計内容の協議・調整等に不測の日数を要したため16,144千円を28年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 28年度

資料館建設基本設計の実施
1階840㎡、2階351㎡、倉庫31㎡

執行率（％）(B/A) 0.0% 98.5%

次年度繰越額 16,144 0

うち交付金充当額 0 12,718

B．執行済額 0 15,898

A．計(b+d) 16,416 16,144

(d)繰越額 0 16,144

(c)増減額(b-a) ▲ 19,144 －

(b)予算現額 16,416 －

(a)当初予算額 35,560 －

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

27年度 27年度(繰越)

予
算
の
状
況

総務部　総務課
事業実施

（予定）年度
平成27～29年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（２）

事業内容
伝統芸能の保存継承のため資料館を整備し、文化・歴史・伝統芸能の保全継承並びに文化資源を活用した地域振興を図る。また、災害時の緊
急避難所としての機能も有し、避難施設としても活用する。

市町村名 南風原町

平成２７年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

6－⑩ 地域振興資料館整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（５）－ア

文化資源を活用したまちづくり

担当部課名



○指名競争入札を実施しており業者の選定及び予算規模は
妥当であったと判断した。
○不用額は事業費の5%以内であり適正な規模であった。
○受益者である宮平自治会が総事業費の２割を負担してお
り負担割合は妥当であったと判断した。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し、必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

19,872 15,898 12,718 3,180 3,974

今後の取り組み方針

今後、資料館建設事業を進める際は事業期間内に設計業務が完了する様にスケジュール管理を工夫し進めていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

当初予定では平成28年3月末で設計業務が完了する予定であったが、地域
において委託設計内容の協議・調整等に不測の日数を要したため平成28年
度に事業を繰越す事となった。

地域において設計内容の協議・調整が予定通りに進まず大幅に日程がずれ
こんだ。
事業期間内に完了する様、改善の必要性がある。

南風原町 
 

15,898千円 

補助金 

15,898千円 
宮平自治会 

15,898千円 

宮平自治会負担分 
（交付対象外経費：3,974千円） 

赤嶺企画設計室 

19,872千円 

新築工事設計委託業務 


